
























学位授与の日付 昭和 45 年 6 月 16 日














方 1 報:単位イオウの作用による 2 一置換2-イミダゾリン化合物新合成法およびイオウの作用
才 2 報:イミダゾリンの接触脱水素によるイミダゾール化合物の合成
方"3 報 :N ーピ二ルイミダゾール化合物の合成とピニル化の位置
芳 4 報 :N ーシアンエチルイミダゾール化合物の合成と置換基位置の決定







エチル化などの方法を用いイミダゾール化合物の新分野を拓いた。論文は 1~6 報よりなり l 報に於
て触媒硫黄の作用と 2 一置換イミダゾリンの合成が、 2 報に於て脱水素法によるイミダゾール製法が、
3報においてアセチレンによるピニル化反応と導入かれるピニル基の位置、異性体の分離、構造決定
が、 4~5 報に於てアタリロニトリルによるシアノエチル化と 1.4 , 1.5異性体の分離、構造決定赤
外吸収、 nmr による判別法が研究され、 6 報に於てはlmidazolineー(l)-dithiocarboxylate の多くを
合成している。
以上沢君の論文はlmidagol ， lmidagolineの合成に関し新法を開拓し多数の新イミダゾール系化合物
を合成し各について性質を明らかにした。また研究の範囲は化合物の応用についてもなされており有
機合成化学に寄与するところ大きく論文は理学博士の学位論文として十分価値あるものと認める。
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